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次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

可
能
性
を
探
る

地
域
協
同
型

学
び
支
援
の

　

盛
岡
広
域
振
興
局
で
は
、
制
度

施
行
に
先
が
け
た
モ
デ
ル
事
業

を
、
平
成
26
年
2
月
か
ら
「
学
習

支
援
及
び
相
談
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
滝
沢
市
と
矢

巾
町
で
、
平
成
26
年
度
は
管
内
5

町
（
矢
巾
町
・
紫
波
町
、
雫
石
町
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
）
で
、
中
学
生

（
生
活
保
護
世
帯
及
び
準
要
保
護

世
帯
の
子
ど
も
が
中
心
）
を
対
象

と
し
、
事
業
実
施
委
託
団
体
（
※

　

学
び
の
部
屋
は
、
▽
空
間
（
安

全
・
安
心
な
学
び
の
場
）、
▽
時
間

（
定
期
的
な
学
習
時
間
の
確
保
）、

▽
仲
間
（
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
、
学

習
を
見
守
る
学
習
支
援
員
、
大
学

生
）
の
三
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、勉
強
の
合
間
の〝
ち
ょ
っ

と
し
た
時
間
や
空
間
〞
＝
す
き
間

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
で
過
ご
し
な
が
ら
仲
間
と

話
し
合
う
こ
と
が
、
夢
や
進
路
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
必
要

な
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

の
〝
ヤ
ル
気
〞
向
上
過
程
へ
の
寄

り
添
い
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

　

現
在
、
発
災
か
ら
3
年
が
経
過

し
、
各
地
の
子
ど
も
た
ち
、
家
族
、

学
校
の
状
況
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
す

　

来
年
4
月
に
施
行
予
定
の
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」
は
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
、

自
立
相
談
・
居
住
確
保
・
就
労
準

備
等
の
自
立
支
援
に
関
す
る
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
を

促
す
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
世
代
間
の
貧

困
の
連
鎖（
※
１
）を
防
止
す
る
た

め
、「
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
へ

の
学
習
支
援
事
業
」
が
任
意
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
習
支
援
活
動
の
経
緯

　

震
災
後
、
陸
前
高
田
市
教
育
委

員
会
か
ら
、
子
ど
も
の
居
場
所
が

少
な
い
こ
と
、
学
習
環
境
が
整
わ

な
い
こ
と
を
伺
い
、
平
成
23
年
11

月
、
陸
前
高
田
市
内
3
か
所
に
震

災
で
学
習
環
境
を
失
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
自
主
学
習
す
る
場
所
「
学

び
の
部
屋
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
11
月
現
在
、
沿
岸
地
域

の
、
宮
古
市
、
釜
石
市
、
住
田
町
、

大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
の
4
市

町
、17
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
ス
タ
ッ

フ
は
、
地
元
の
塾
講
師
経
験
者
、

教
員
志
望
者
、
福
祉
業
務
経
験
者

等
を
学
習
支
援
相
談
員
と
し
て
有

給
で
雇
用
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
い
ま
す
。

「
学
び
の
部
屋
」
で
大
事
に
し
て

い
る
「
三
間(

サ
ン
マ
）+

１
」

２
）
の
ス
タ
ッ
フ
、
大
学
生
等
が
、

接
し
方
や
教
材
を
工
夫
し
な
が
ら

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
成
果
と
今
後
の
展
望

　

参
加
し
た
中
学
生
に
は
、
大
学

生
等
と
関
わ
る
こ
と
で
、
将
来
の

モ
デ
ル
、
目
標
と
な
る
存
在
が
身

近
に
で
き
た
こ
と
が
、
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
等
も
、
分
か
り

や
す
い
教
材
の
工
夫
、
悩
み
を
傾
聴

す
る
経
験
な
ど
を
通
じ
た
理
解
や

成
長
が
見
て
と
れ
ま
す
。
継
続
的

な
関
わ
り
の
中
で
、
学
習
以
外
の

例
え
ば
食
事
な
ど
へ
の
配
慮
（
生
活

支
援
）
の
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　

目
に
見
え
る
、
数
値
化
で
き
る

効
果
が
現
れ
る
に
は
、
最
低
で
も

10
年
程
度
は
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
住
民
や
関
係
者
が
協
力

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
地
道
に
事
業
を
続
け
て
行
く

た
め
に
、
地
域
社
会
の
問
題
と
し

＊ 

1
　
貧
困
の
連
鎖
：
貧
困
家
庭
で
育
つ
こ
と
で
子
ど
も
の
健
康
や
意
欲
が
低
下
し
、
学

力
低
下
や
就
学
制
約
等
の
様
々
な
不
利
が
蓄
積
す
る
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
も
ま
た
困

窮
状
態
に
陥
り
、
世
代
を
超
え
て
貧
困
が
連
鎖
し
て
い
く
状
態
。

＊ 

2
　
事
業
実
施
委
託
団
体
：
コ
ン
ペ
方
式
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
は
岩
手
県
立
大
学
に
、

平
成
26
年
度
は
一
般
社
団
法
人
子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
い
わ
て
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

て
、
理
解
と
協
力
の
輪
を
ど
の
よ

う
に
形
づ
く
る
か
、
検
討
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
本
集
い
で
は
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」

に
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
学
習
支
援
事
業
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
中
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
・
育
ち
を
地
域
で
支
え
る
た
め
、
行
政
・
学
校
・
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
関
係
者
6
名
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
参

画
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度　

暮
ら
し
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
（
い
わ
て
県
央
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
学
習
支
援
研
究
事
業
を
兼
ね
て
開
催
）

開
催
日
：
11
月
15
日　

会 　

場
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ

主 　

催
：
県
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
・
い
わ
て
県
央
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

学
習
支
援
の
実
践
現
場
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
知
る

情
報
交
換
第
１
部

学
習
支
援
の
法
的
位
置
づ
け
と
振
興
局
の
取
組
み

〈
話
題
提
供
①
〉

盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部　

主
幹
兼
保
護
課
長　

菊
池　
潤
考
氏　

沿
岸
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る

〈
話
題
提
供
②
〉

一
般
社
団
法
人
子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
い
わ
て  

学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

中
村　
美
穂
氏　
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組
ん
で
い
ま
す
。 

事
業
実
施
状
況
と
今
後
の
展
望

　

就
学
支
援
員
3
名
が
、
家
庭
訪

問
や
相
談
支
援
を
実
施
。
対
象
家

庭
と
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
徹
底

的
に
把
握
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
学
校
を
中
退
す

る
前
に
原
因
を
探
っ
た
り
、
中
退

後
の
選
択
肢
を
一
緒
に
探
っ
た

り
、
様
々
な
支
援
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
義

務
教
育
等
で
教
育
を
受
け
る
権
利

機
関
と
の
連
携
体
制
を
整
え
る
こ

と
も
課
題
で
す
。

　

今
後
は
、
拠
点
で
の
活
動
以
外

に
も
、
将
来
の
夢
を
描
く
き
っ
か

け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

就
学
支
援
事
業
開
始
の
き
っ
か
け

　

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
た
ち

の
高
校
進
学
率
が
、
非
保
護
世
帯

よ
り
低
い
こ
と
、
ま
た
、
進
学
し

て
も
中
退
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

経
済
的
に
厳
し
い
世
帯
の
子
ど

も
が
、
学
力
が
伴
わ
ず
私
立
高
校

へ
進
学
す
る
こ
と
で
一
層
経
済
的

負
担
が
増
え
る
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
子

ど
も
の
支
援
に
焦
点
を
あ
て
た

「
盛
岡
市
就
学
支
援
事
業
」
に
取

る
中
で
、
現
場
で
把
握
し
た
ニ
ー

ズ
を
ヒ
ン
ト
に
今
後
は
さ
ら
に
実

施
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
や
虐
待
等
、
困

難
事
例
に
気
づ
い
た
際
の
、
関
係

は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
権
利

を
行
使
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
家
庭
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
こ

と
で
、
学
び
に
集
中
で
き
な
い
、
学

校
に
行
け
な
い
子
ど
も
が
い
る
と
い

う
現
状
を
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
現
在
、
対
象
世

帯
の
中
高
生
の
う
ち
7
割
が
事
業

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
経
験
で

き
な
い
こ
と
を
、
補
う
こ
と
ま
で

は
難
し
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

「
関
わ
っ
て
く
れ
る
大
人
が
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
で
前
向
き
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

主
役
は
子
ど
も
た
ち
。
子
ど
も

の
可
能
性
を
ど
う
し
た
ら
広
げ
ら

れ
る
か
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

盛岡広域振興局保健福祉
環境部主幹兼保護課課長
菊池  潤考 氏

岩手県ボランティア団体
連絡協議会会長
加藤  隆男 氏

一般社団法人子どものエンパワメント
いわて  学習支援コーディネーター
中村  美穂 氏

盛岡市福祉事務所
査察指導員

佐久山  久美子 氏

盛岡夜回りグループ
Ｓｔｅｐ代表
後藤  敦博 氏

矢巾町立矢巾中学校
校長

和田   修 氏

学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
中
高
生
に
寄
り
添
う

〈
話
題
提
供
③
〉

盛
岡
市
福
祉
事
務
所　

査
察
指
導
員　

佐
久
山　
久
美
子
氏　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
る

と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
単
発
的

な
活
動
か
ら
、
生
活
に
役
立
つ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と
い

う
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
味
は
重
要
性
を
増
す
と
と
も
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歩
み

　

40
年
前
盛
ん
だ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
施
設
慰
問
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
非
日
常
的
な
も

の
で
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

日
常
生
活
の
す
べ
て
の
こ
と
が
、

決
断
と
対
応
の
早
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画

〈
話
題
提
供
①
〉

岩
手
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会　

会
長　

加
藤　
隆
男
氏　

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
強
み

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
強
み
は

柔
軟
さ
と
臨
機
応
変
さ
に
あ
り
ま

す
。
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
対

応
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
公
的
な

組
織
に
比
べ
決
断
も
対
応
も
早
い

の
が
特
色
で
す
。

一
つ
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

① 

ど
ん
な
人
が
、
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
の
か
考
え
る
こ
と
。

② 

魅
力
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て

い
く
か
考
え
る
こ
と
。
ど
ん
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
子
ど
も
た
ち
に

提
示
す
る
か
考
え
る
こ
と
。
魅

力
が
あ
れ
ば
人
は
集
ま
る
。

③ 

実
施
す
る
た
め
の
資
金
を
生
み

出
す
方
法
を
考
え
る
こ
と
。

　

必
要
な
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
3
つ
の
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
高
い
調
整
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

の
学
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
元
教
員
を

含
む
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
と
い
う
よ
り
も
、

様
々
な
人
と
関
わ
り
の
中
で
、
社

会
性
を
育
む
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
い
る
た
め
、
学
習
会
は
、
皆
で

お
昼
ご
飯
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課

題
・
展
望

こ
の
よ
う
な
場
を
活
用
し
て
学
習

支
援
を
や
っ
て
み
な
い
か
、
と
提

案
さ
れ
、
平
成
25
年
1
月
か
ら
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
な
負
担
が
大
き
く
塾
に

行
け
な
い
、
学
校
に
は
行
っ
て
い

る
が
基
礎
学
力
が
乏
し
い
中
高
生

を
対
象
に
、
盛
岡
市
内
で
月
2
回

学
習
支
援
に
取
組
む
き
っ
か
け

　

ス
テ
ッ
プ
は
、
元
々
は
路
上
生
活

者
支
援
を
行
う
任
意
団
体
と
し
て
、

平
成
23
年
6
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

路
上
生
活
か
ら
ア
パ
ー
ト
へ
入

居
し
た
方
々
の
交
流
行
事
と
し
て

開
催
し
て
い
た
「
お
楽
し
み
会
」

で
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
か
ら
、

中
高
生
の
学
習
の
場
と
居
場
所
づ
く
り

〈
話
題
提
供
②
〉

盛
岡
夜
回
り
グ
ル
ー
プ 

ーstep

ー　

代
表　

後
藤　
敦
博
氏　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
画
の
可
能
性
を
考
え
る

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
協
同
型
学
び
支
援

情
報
交
換
第
２
部
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盛
岡
地
区 　

　

（医）
緑
明
会 

吉
田
消
化
器
科
内
科
医
院

　

( 一社 )
岩
手
県
獣
医
師
会

　

㈻
岩
手
医
科
大
学

　

( 社医 )
智
徳
会
岩
手
清
和
病
院

　

㈲
タ
ケ
ダ　

う
な
竹

　

㈲
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
岩
手
販
売
㈱

　

モ
ト
モ
チ
商
事
㈱

　

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
岩
手
統
括
事
業
所

　

㈱
興
和
電
設

　

㈱
広
田
薬
品

　

丸
モ
盛
岡
中
央
青
果
㈱

　

岩
手
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

　

岩
手
県
労
働
組
合
連
合
会
（
い
わ
て
労
連
）

　

岩
手
中
央
酪
農
業
協
同
組
合

　

三
機
商
事
㈱

　

自
由
民
主
党
岩
手
県
支
部
連
合
会

　

日
本
共
産
党
岩
手
県
委
員
会

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
岩
手
県
連
合
会

　

( 医 )
正
康
会　

平
舘
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

東
八
幡
平
病
院

　

藤
根
建
設
㈱

　

( 医 )
真
彰
会　

玉
山
岡
本
病
院

　私たちも「豊かな
社会福祉の実現」に
貢献します

私たちは社会福祉の発展
を願い、福祉の活動に協
賛する企業です。明日の
福祉を見つめ、地域社会
に貢献します。

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

管
理
さ
れ
な
い
「
ゆ
る
い
」
空

間
で
、
自
由
な
取
組
み
が
で
き
る

任
意
団
体
の
強
み
を
活
か
し
、
今

後
は
地
域
の
中
に
様
々
な
人
が
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
、
体
験
型
拠

点
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
子
ど
も
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

制
度
的
な
支
援
、
親
の
支
援
な
ど
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
一
つ
の
切
り
口
と
し
て
学
習
支
援
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
習
支
援
の
効
果
に
は
、
学

力
の
向
上
と
、
社
会
性
の
育
成
と
い
う
２
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
良
さ
、
力
を
伸
ば

し
て
い
く
取
組
み
は
、
ひ
と
つ
の
団
体
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
学
校
も
、
地
域
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
大

学
も
、
行
政
も
関
係
団
体
皆
で
関
わ
っ
て
、
子
ど
も

を
育
て
、
社
会
を
育
て
て
い
く
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
日
々
成
長
し
ま

す
。必
要
な
時
機（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

を
逃
さ
な
い
で
関
わ
る
こ
と
、

そ
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
日
の
つ
な
が
り

を
き
っ
か
け
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岩手県立大学社会福祉学部社会福祉学科  講師　櫻　幸恵氏

　

事
業
開
始
1
周
年
の
ふ
り
返
り

を
実
施
し
た
際
、
参
加
し
て
い
る

中
学
生
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

共
通
し
て
あ
が
っ
た
成
果
は
、
参

加
者
が
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

進
ん
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
し
た
。
多
世
代
交
流
の
場

が
、
将
来
像
を
描
く
き
っ
か
け
に

を
皆
で
共
有
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
可
能
性
を
ど
う
や
っ
て
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
知
恵

を
出
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
た
め
に
、

時
間
を
惜
し
ん
で
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
保
護
者
も
い
ま
す
。
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
な
か
な

か
持
て
な
い
現
状
が
あ
る
の
で
す
。

学
校
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
寂
し

い
気
持
ち
を
何
と
か
補
お
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
授
業
、
部
活
動
、

生
活
指
導
、
進
路
相
談
等
、
一
人

の
教
員
が
担
う
業
務
は
幅
広
く
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に
関
わ

る
教
職
員
総
数
の
う
ち
、
日
本
で

は
教
員
の
割
合
が
８
割
以
上
な
の

に
対
し
、
諸
外
国
、
た
と
え
ば
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
５
割

ち
ょ
っ
と
で
す
。
外
国
で
は
教
員

は
授
業
の
み
を
担
当
し
、
外
部
支

援
者
が
心
の
ケ
ア
や
生
活
指
導
、

部
活
等
、
授
業
以
外
の
子
ど
も
の

支
援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
支
援
は
、
地
域
の

方
々
と
連
携
し
て
取
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
学
校
の
大
変
さ
、

親
の
大
変
さ
、
子
ど
も
の
大
変
さ

学
習
支
援
事
業
に
参
加
す
る
生
徒

た
ち
の
感
想

　

本
校
で
は
、
全
校
生
徒
４
２
６

名
の
う
ち
41
名
が
就
学
支
援
を
受

け
、
そ
の
う
ち
の
14
名
が
学
習
支

援
を
希
望
し
、
何
人
か
の
生
徒
が

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
生
徒
か
ら
は
、
特
に
「
年

齢
の
近
い
大
学
生
か
ら
勉
強
を
教

わ
っ
た
り
、
話
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
保

護
者
や
教
師
以
外
の
大
人
と
触
れ

合
う
貴
重
な
場
で
あ
り
、
将
来
の

可
能
性
を
広
げ
る
場
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
家
庭
の
状
況
・
地
域
へ

の
期
待

　

現
代
の
子
ど
も
は
、
以
前
に
比

べ
精
神
年
齢
が
実
年
齢
よ
り
幼
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
た
目
が

た
と
え
大
き
く
な
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
心
で
は
、
家
族
の
温
か
さ
・

会
話
を
求
め
て
い
ま
す
。
一
方
で

保
護
者
や
教
師
以
外
の
大
人
と
触
れ
合
う
貴
重
な
場

矢
巾
町
立
矢
巾
中
学
校　

校
長　

和
田　
修
氏　

進 行

〈
話
題
提
供
③
〉

親の貧困

子どもの貧困

不安定労働

子どもの健康、
学力、意欲

新たなセーフティネットの構築
貧困の世代間連鎖

（慶應義塾大学　駒村康平教授作成）


	1412 6
	1412 7
	1412 8

